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令和 7 年度  鶴嶺東地区まちぢから協議会 役員・部会長名簿 

会長 吉野 浩二 鶴嶺東地区自治会連合会会長 

副会長 木下 操 鶴嶺東地区民生委員児童委員協議会会長 

副会長・会計 木村 敏夫 鶴嶺東地区社会福祉協議会会長 

副会長 尾坂 清 鶴嶺東コミュニティセンター長 

書記 内藤 一夫 下町屋自治会会長 

書記・地域福祉部会長 山上 壽子 鶴嶺小学校区青少年育成推進協議会会長 

防災減災部会長 増田 全宏 サニータウン茅ヶ崎自治会防災リーダー 

環境安全部会長 岡 宏樹 ライオンズ茅ヶ崎 ザ・アイランズ自治会副会長 

広報部会長 西江園 裕子 ホームタウン茅ヶ崎自治会 

監査 吉原 雄 ライオンズ茅ヶ崎 ザ・アイランズ自治会会長 

監査 赤羽根 昭夫 鶴嶺地区体育振興会会長 

 

鶴嶺東地区まちぢから協議会は、鶴嶺東地域の住民と市が協働して、地域の課題を共有し、協議を行い、効率的か

つ総合的に解決を図っていくとともに、地域活動を活性化し、まちぢからを高めていくことを目的とし、平成２７年９月５

日に設立総会を行いました。 

 参加した団体・組織は、自治会連合会（円蔵、矢畑、西久保、浜之郷、下町屋、TBS、サニータウン茅ヶ崎、ホームタウ

ン茅ヶ崎、ライオンズ茅ヶ崎ザ・アイランズ）、地区社会福祉協議会（ボランティアセンターを含む）、地区民生委員児童

委員協議会、コミセン管理運営委員会、地区内自主防災組織、地区青少年育成推進協議会、地区体育振興会、保護

者会、子ども会、老人会、婦人会、環境指導員です。 

 今年、設立から１０周年を迎えた鶴嶺東地区まちぢから協議会の活動の一部を振り返ります。 

鶴嶺東まちぢから協議会１０年の歩み 

「地域の力」を発揮していくために 

2015 

平成２７年度 

平成２７年度 

「鶴嶺東地区防災“も”

まちづくりシンポジウ

ム」が開催されました。

中学生と一緒に地域

で考える防災として、

地域住民とともに色褪

せた街頭消火器の塗

り直しや地域の夏祭り

で楽しく防災を学ぶた

めのブースを設置す

るなど、様々な企画が

実施されました。 

 

鶴嶺東地区まちぢか

ら協議会がスタートし

ました。 

 

事業計画・収支予算、

役員選出など、審議さ

れた原案通り承認さ

れ、本格的に活動をは

じめました。 

 

 

申請を行い、茅ヶ崎市

地域コミュニティ審議

会からの答申を経て、

茅ヶ崎市の認定コミュ

ニティになりました。 

総会、運営委員会、役

員会など前年度同様

に活動しました。 

また、防災減災部会、

環境安全部会、地域

福祉部会に加え、新た

に青少年育成部会、

高齢者活性部会が活

動を始めました。 

役員会に部会長の参

加を求めることで会議

を充実させました。 

「台風第１９号の対応

と今後の防災力向上

に向けて」というテー

マで会議を開き、市の

防災対策課と防災リ

ーダーを加えた当協

議会関係者全員が参

加しました。 

 

政府より緊急事態宣

言が出され、７月中旬

まで活動休止を余儀

なくされました。各部

会では感染拡大に配

慮しつつ情報共有や

意見交換、学習会を

実施しました。 

全部会が協力して、地

区内の小・中学校と養

護学校の子どもの見

守りについて実態調

査を行いました。さら

に、見守りの際に使用

できる見守り旗を作成

しました。 

「地域の子どもは地域

で守る・育む、地域も

子どもと共に育つ」を

理念とし、令和３年度

からの継続事業として

実態調査の結果を報

告書にまとめました。

作成した見守り旗を学

校や自治会に配布し、

継続して地域住民へ

子どもの見守りへの参

加を呼びかけました。 

 

コロナ禍  

子どもの見守り活動と

して、鶴嶺小、浜之郷

小、円蔵小に交通安

全を呼びかける看板

を設置しました。看板

のデザイン、標語は児

童が考えました。 

 

全部会の活動として

「フレイルの基礎知識」

「AED 講習会」「ごみ

収集方式のあり方」な

どの講演を聞き、地域

で高めたい知識向上

に努めました。 

 

困ったときや緊急の際

に頼ることができる公

共サービスなどの電

話番号をまとめた「困

ったときの安心電話

帳」を作成、配布しま

した。 

 

９月 設立総会 ５月 第１回総会 会議  ・ 部会 

認定コミュニティ申請 

防災“も”まちづくり 防災力向上会議 制約された活動 子どもの見守り 子どもの見守り 看板の設置 講演・講習会の開催 安心電話帳 

「感震ブレーカー等設置費補助金」の申請 

鶴嶺東地区内の自治会の希望数を取りまとめ、補助金の申請を行いました。 

ごみの適正排出を呼びかけるチラシの作成 

環境安全部会が市の環境事業センターと協力して、間違いやすいごみの

正しい出し方などについてまとめた「正しく出して、みんなが“気持ちいぃ”

集積場所！」を作成、配布しています。 

前身は昭和４３年から開催された「市民と

市長の対話集会」。当初は行政主導の方

式でしたが、自治の原点に戻り住民自ら

考える町づくりを目指すことになり、現在

では各地区のまちぢから協議会等が主

催しています。 

市民集会           テーマ  各自治会より 

各自治会の要望に加

え、鶴嶺東地区の要

望として発災時の情

報伝達に具体的内容

の明記、従来の連合

型防災訓練の見直し、

安否確認実践研修会

の開催を申し入れまし

た。 

各自治会より 

各自治会から要望が

述べられ、それに対し

て各担当部局より説

明がありました。服部

市長は財政状況とご

み処理に関する課題

への取り組みについて

説明しました。 

 

2016 

平成２８年度 

2017 

平成２９年度 

2018 

平成３０年度 

市民集会の豆知識 

2019 

令和元年度 

2020 

令和２年度 

2021 

令和３年度 

2022 

令和４年度 

2023 

令和５年度 

2024 

令和６年度 

2025 

令和７年度 

各自治会より 

６自治会からの要望に

加え、鶴嶺東地区の

要望として大きく４事

項が取り上げられ、そ

れぞれに回答がありま

した。この回は佐藤市

長が公務のため参加

できませんでした。 

 

令和２年度、令和３年度の市民集会は

新型コロナウィルス感染拡大防止のた

め中止されました。 

避難行動要支援者 通学路の危険個所 小１の壁 各部会から７項目 

「子どもの見守り活動」

に関連した通学路の諸

問題について要望を行

った結果、死角を作る

電柱の移設、歩行者信

号の延長、スクールゾ

ーン標示の敷設がなさ

れ、通学路の改善につ

ながりました。 

避難行動要支援者支

援制度について、「避

難計画の周知」「要支

援者の情報管理・更

新」「個別計画の作成」

「任意の取り組みの普

及のあり方」など大きく

４つの問題が提起され

ました。 

「小１の壁～朝の居場

所づくり～」をテーマと

し、児童が早い時間か

ら校庭で待機すること

や、歩道で開門を待つ

状況の改善に向けて、

提案と要望を行いまし

た。 

 

防災減災部会から防

災教育の推進につい

て等、環境安全部会か

らごみの適正排出に向

けた取り組み等、地域

福祉部会から通学路

の拡張について等、計

７項目について質問・

要望します。 

。 

防災訓練の実施 

▶ 

合同防災訓練 ▶ 
自治会単位の防災訓練（安否確認訓練など） 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止 各避難場所で実施 各避難場所で実施 鶴嶺中学校で実施 選挙日のため中止 




